
ゲ
ル
ク
派
の
学
僧
の
手
に
な
る
宗
義
書
の
う
ち
、
比
較
的
初
期

に
著
さ
れ
た
も
の
の
一
つ
と
し
て
、
ジ
ェ
ッ
ン
・
チ
ュ
ー
キ
ゲ
ー①

ツ
エ
ン
Ｈ
］
①
ず
筋
ロ
ロ
○
ず
○
ｍ
丙
冒
啓
吋
ぬ
く
四
』
旨
］
蔚
冒
画
口
倉
吟
⑤
④
ｌ
］
函
吟
ら

②

の
『
宗
義
の
設
定
』
９
§
爵
悪
ミ
ミ
ミ
ミ
鳴
言
函
が
あ
る
。
本

耆
は
、
わ
ず
か
十
五
葉
（
セ
ラ
寺
版
）
に
仏
教
四
大
学
派
毘

③

婆
沙
師
（
辱
の
胃
侭
”
目
国
圖
ぐ
巴
冒
閉
房
鯉
）
と
経
量
部
（
昌
口
ｏ

巴
の
層
』
留
巨
吋
目
陸
百
）
と
琉
伽
行
唯
識
学
派
（
Ｈ
ｚ
巴
》
ｇ
ｏ
Ｈ
の
菖
且

冨
冨
》
５
魁
。
閏
曾
）
と
中
観
学
派
（
儲
巨
目
騨
冨
》
冒
目
ご
‐

四
目
菌
）
‐
の
教
理
が
「
定
義
」
「
分
類
」
「
語
義
説
明
」
「
対
象
の

考
え
方
」
「
対
象
を
有
す
る
も
の
の
考
え
方
」
「
無
我
の
考
え
方
」④

「
地
と
道
の
設
定
」
の
七
つ
の
項
目
を
と
お
し
て
説
明
さ
れ
る
。

本
宗
義
書
を
も
っ
て
、
特
定
の
こ
と
が
ら
に
対
す
る
仏
教
四
大
学

派
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
比
較
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
り
、
延
い
て

は
最
も
上
位
に
お
か
れ
る
学
派
で
あ
る
中
観
派
、
特
に
は
帰
謬
論

ジ
ェ
ヅ
ン
・
チ
ュ
ー
キ
ゲ
ー
ヅ
ェ
ン
の
宗
義
書

無
我
Ｉ

証
派
（
目
胃
、
閏
冒
ｇ
）
の
教
理
の
特
徴
を
理
解
す
る
手
が
か
り

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑤

す
寺
へ
て
の
仏
教
四
大
学
派
は
無
我
の
教
説
を
主
張
す
る
。
し
か

し
以
下
翻
訳
を
試
み
る
『
宗
義
の
設
定
』
が
示
す
よ
う
に
、
仏
教

四
大
学
派
に
よ
る
無
我
の
理
解
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。
同

文
献
に
よ
れ
ば
、
帰
謬
論
証
派
の
無
我
理
解
の
特
徴
は
、
人
無
我

と
法
無
我
に
お
け
る
無
我
の
意
味
を
と
も
に
「
諦
と
し
て
空
で
あ

る
」
（
目
①
口
冨
⑩
呉
○
品
目
）
と
理
解
す
る
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ

⑥
づ
（
〕
○

以
下
本
稿
で
は
、
『
宗
義
の
設
定
』
よ
り
仏
教
四
大
学
派
の
「
無

我
の
考
え
方
」
（
ｇ
侭
冒
且
］
§
。
且
苗
冒
］
）
を
説
明
し
た
部
分

を
抜
粋
し
て
翻
訳
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
「
無
我
の
考
え
方
」

は
、
声
聞
と
独
覚
と
菩
薩
の
修
道
体
系
を
説
明
す
る
「
地
と
道
の

設
定
」
に
先
だ
っ
て
、
三
者
の
そ
れ
ぞ
れ
が
主
と
し
て
修
す
書
へ
き

古．
1戸］

田

順

仁
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と
こ
ろ
で
あ
る
無
我
の
見
解
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

⑦

て
い
る
。
底
本
に
は
目
吋
溌
日
切
Ｏ
Ｓ
圃
○
、
切
同
‐
詞
醤
ミ
。
ｚ
込
め
‐

弓
国
沌
受
吾
雲
弓
言
、
ミ
ミ
倉
ご
ｎ
ｏ
暑
鷺
旦
艶
震
登
風
ゞ
且
岸
＆
豆
ゞ

目
降
旨
時
国
日
嗣
①
房
自
侭
辱
め
丘
ロ
ロ
園
○
○
口
○
Ｑ
四
》
ｚ
四
ぬ
い
３
国
ご
用
‐

９
８
ゞ
属
旨
８
》
忌
誤
．
弓
．
ｇ
Ｉ
弓
所
収
の
セ
ラ
寺
版
を
用
い
た
。

、
エ
ェ

ニ
ニ
具①
凸
①
冥
曽
国
呂
。
、
耳
目
閏
畠
ｇ
厨
富
国
（
匡
念
‐
扇
這
）
は
ゞ
青
目

号
冒
。
照
己
○
口
冒
今
合
巴
巨
騨
。
（
巨
畠
ｌ
忌
隠
）
の
後
継
者
と
し

て
、
辛
未
の
年
（
一
五
二
）
か
ら
庚
子
の
年
（
一
五
四
○
）
ま
で
、

セ
ラ
・
チ
ェ
ー
学
堂
の
指
導
に
あ
た
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。

。
□
①
旨
鴇
“
口
冒
日
蝕
（
一
六
世
紀
）
、
曼
嘩
胃
ミ
卓
鼻
。
の
ご
富
堕
ミ

ミ
冴
琴
冒
令
乳
、
具
》
蜘
邑
富
函
、
○
》
《
葛
昌
冒
、
口
受
募
曇
費
か
邑
篁
ｏ
嵩
唖
め
い
重

守
ミ
ロ
○
割
、
ａ
皇
叱
冨
言
包
邑
ご
畠
守
争
皐
冨
恥
ｏ
の
妬
、
《
零
守
野
壁
員
。
尋
ら
宝
）
富
。
ｍ
》

人
３
Ｊ
○
．

岸
ｐ
ｐ
ｂ
・

日
属
彦
ｐ
ｍ
ｍ
Ｈ
匡
ヴ
ロ
○
国
琶
○
。
Ｑ
も
こ
国
四
口
、
国
呂
Ｈ
四
目
己
蔚
］
目
曰
ウ

什
巨
口
〕
闇
内
ぽ
い
い
の
ロ
『
ゆ
ロ
ｍ
Ｈ
笥
四
什
、
戸
四
口
ぬ
い
目
さ
声
色
包
口
里
凹
口
』
秒

Ｑ
ｍ
ｐ
ｐ
ｍ
」
Ｏ
Ｎ
曰
①
ｍ
ｍ
ｐ
Ｈ
国
や
ゆ
］
○
色
ｍ
の
鹿
ご
○
』
口
ぬ
い
、
〕
』
○
房
四
も
｝
〕
①
ご
ｍ

ご
ｐ
Ｈ
員
』
Ｑ
Ｎ
ｐ
Ｑ
Ｑ
Ｏ
、

卜

、

』
ず
』
ロ
．
】
四
』
ず
③
ｌ
唾
い
ゅ
」
和

ケ
胃
芦
〉
〕
ウ
四
）
〕
］
○
ぬ
吋
剴
ゞ
秒
庁
、
ロ
四
国
ぬ
い
胃
〕
○
ず
四
。
ｐ
胃
四
目
”
』
四
Ｑ
や
ゆ
胃

○
彦
○
の
昌
の
の
ロ
①
ｍ
Ｈ
ｐ
ウ
ｍ
の
ロ
ぬ
い
①
ご
ｍ
屍
○
ｍ
国
Ｐ
の
｛
ず
。
い
、
恥
砕
○
写
の
国

己
Ｏ
Ｈ
ｐ
国
恥
、
閣
員
己
、
』
門
犀
ｐ
ｐ
ｍ
口
巨
ご
○
四
吋
ウ
い
ぼ
ロ
ぬ
い
Ｈ
ｐ
Ｑ
Ｎ
ｐ
具
．
．
・
・
・

彼
の
著
作
の
多
く
は
セ
ラ
・
チ
ェ
ー
学
堂
の
学
堂
教
科
書
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。
『
宗
義
の
規
定
』
（
号
胃
．
冑
○
門
）
も
そ
の
一
つ
で

あ
る
。
Ｑ
・
ミ
ミ
亀
言
房
苛
費
邑
国
詩
さ
ご
』
旦
閂
等
。
言
一
一
樹
詠
ミ
ミ
量
雨
』

Ｆ
○
斤
①
普
Ｑ
５
ｐ
身
沙
》
ｚ
①
君
口
里
匡
》
ご
密
（
Ｈ
⑦
胃
旨
蔚
●
ず
望
閃
目
印
○
二

詞
○
○
屍
○
○
．
》
丙
》
『
○
さ
》
ご
望
）
ｚ
ｏ
．
］
引
歸
．

②
本
書
（
』
曾
菖
員
ミ
ミ
詩
閂
。
言
言
９
幕
ミ
ミ
ミ
目
常
言
ニ

ミ
ミ
訂
○
葛
厚
鼠
亀
雪
恥
蒼
》
目
○
宮
＆
自
己
己
く
目
巴
ｑ
）
己
認
』
ｚ
○
．
急
患
）

の
著
作
年
代
は
知
ら
れ
て
は
い
な
い
。
同
時
期
の
ゲ
ル
ク
派
の
学
僧

の
手
に
な
る
宗
義
書
と
し
て
、
ロ
巴
凰
昌
口
の
①
》
合
ｐ
Ｈ
喝
ｐ
目
厨
冒

（
］
吟
『
、
ｌ
」
画
一
夢
の
○
爵
ら
言
碁
承
〕
、
媚
登
Ｓ
竜
旦
暮
８
》
ご
妃
、
急
》
《
恥
食
農

員
§
鎬
吻
〕
高
き
房
々
（
目
○
］
胃
巳
自
ｚ
○
．
閉
囹
）
と
吋
勾
目
○
ず
の
］
］
ず
ｍ
Ｏ
Ｑ

国
ｐ
目
叩
頭
誌
ｐ
鴨
も
由
（
匡
司
、
ｌ
冨
可
ど
の
○
爵
己
ミ
善
急
式
苫
ミ
ミ
叱
暮
患
函

こ
○
恥
吻
ミ
の
、
薑
。
Ｇ
国
富
野
営
、
亀
、
急
〕
《
曇
。
．
ご
、
尋
、
琴
一
画
の
吏
沁
ｇ
守
言
園
地
嵐

》
苫
へ
鼠
、
ａ
《
尋
、
富
．
弓
さ
厨
が
あ
る
。

③
「
毘
婆
沙
師
」
と
い
う
呼
称
は
、
宗
義
文
献
で
は
、
部
派
分
裂
に

よ
っ
て
生
じ
た
十
八
部
派
す
べ
て
を
含
め
た
呼
称
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
が
、
特
に
は
説
一
切
有
部
を
指
す
。
例
え
ば
、
「
毘
婆
沙
師
」

と
い
う
学
派
名
に
対
し
て
「
『
大
毘
婆
沙
論
』
望
、
ご
侭
冒
言
包

署
員
瞳
ミ
ミ
↑
§
ミ
○
に
し
た
が
っ
て
宗
義
を
語
る
も
の
」
及
び
「
三

世
を
実
体
の
事
例
（
耳
①
耳
侭
）
と
し
て
語
る
も
の
」
と
い
う
語
義

説
明
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
国
．
冑
⑦
且
瞭
弔
醇
池
田
練
太
郎

「
チ
、
ヘ
ッ
ト
に
お
け
る
ア
ピ
ダ
ル
マ
仏
教
の
特
色
」
東
洋
学
術
研
究

二
一
’
二
＄
一
九
八
二
、
や
属
陣

④
国
．
立
川
武
侭
『
西
蔵
仏
教
宗
義
研
究
』
第
一
巻
東
洋
文
庫
一
九

七
四
、
固
怠
序
論
註
Ⅲ
、
二
○
。

⑤
仏
教
四
大
学
派
の
無
我
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
ミ
ミ
昏
昏
嵩
§

閃
胃
萱
冒
、
鼠
．
帝
唾
門
の
『
国
○
℃
冨
画
、
》
Ｆ
○
．
Ｑ
ｏ
ｐ
．
急
尉
○
○
日
弓
匡
匡
居
ｐ
‐

は
○
口
の
ゞ
忌
麗
、
層
も
届
出
浬
等
及
び
国
厨
号
①
昏
ｚ
四
層
の
暁
．
ｂ
恥
‐
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、
量
、
ミ
‐
暑
営
畠
邑
員
同
ミ
萱
営
鴎
唖
》
Ｆ
ｏ
且
○
口
〕
急
勝
８
日
勺
号
‐

胃
秒
箇
ｃ
ご
い
ゞ
岳
窓
ゞ
層
．
筐
‐
念
に
お
い
て
既
に
考
察
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
］
．
国
○
科
目
の
．
ご
匙
・
》
や
い
ｇ
ｏ
冒
詐
閨
に
は
、
仏
教
四
大

学
派
の
無
我
理
解
を
ま
と
め
た
一
覧
表
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

⑥
烏
○
眉
ゞ
詩
の
目
８
号
四
侭
冒
は
、
帰
謬
論
証
派
の
無
我
理
解

の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
記
述
に
ま
と
め
て
い
る
。

Ｆ
①
。
宝
重
包
蒼
尋
臼
、
宝
惠
§
ご
尽
亀
恥
黄
言
忌
§
、
ご
皇
冨
Ｑ
①
口
斉
○
口
”

〕
詩
⑳
目
且
ロ
ウ
四
目
弓
（
弓
鵠
ｌ
ご
巴
）
．
目
①
嵐
①
武
悪
３
日
の
昌
芯
・

§
の
。
匡
口
①
冒
禽
８
尾
。
威
目
ゞ
嵐
．
旨
』
日
蝕
画
．
国
ご
団
口
ご
ｚ
ｏ
．
Ｅ
】

胃
④
『
．
界
も
．
」
Ｃ
、
』

鴨
旨
函
函
凋
唱
ご
口
紺
ｇ
ａ
ｂ
胃
四
目
○
・
四
口
、
一
目
○
ｍ
丙
乱
ご
Ｑ
紺

日
巴
も
耳
四
目
○
ぬ
旨
冨
、
菌
も
胃
ｐ
Ｈ
①
明
日
＆
○
旨
函
唱
い
の
冒
鴇

日
昏
閏
昏
侭
甘
塵
８
８
三
（
詳
細
な
人
無
我
と
詳
細
な
法
無

我
に
は
詳
細
と
粗
雑
〔
の
差
異
〕
な
く
、
〔
と
も
に
〕
窮
み
に
ま
で

達
し
た
実
存
形
態
喬
．
の
．
空
性
）
で
あ
る
と
認
め
る
。
）

⑦
例
え
ば
、
胃
の
目
は
よ
れ
ば
、
毘
婆
沙
師
は
、
声
聞
と
独
覚
と
菩

朧
は
と
も
に
、
人
無
我
の
理
解
に
習
熟
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
菩
提
を
体
得
す
る
、
と
理
解
す
る
。
同
じ
く
琉
伽
行
唯
識
学
派

は
、
声
聞
及
び
独
覚
の
種
姓
を
有
す
る
も
の
達
は
、
人
無
我
の
理
解

〔
の
み
〕
を
修
し
、
〔
大
乗
の
〕
菩
薩
達
は
法
無
我
の
見
解
を
〔
も
〕

修
す
る
、
と
理
解
す
る
。
一
方
、
帰
謬
論
証
派
は
、
断
じ
ら
れ
る
・
へ

き
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
相
違
が
あ
る
と
し
て
も
、
声
聞
と
独
覚
と

〔
大
乗
の
〕
菩
薩
の
三
者
は
、
人
無
我
及
び
法
無
我
を
等
し
く
修
す

る
、
と
理
解
す
る
。
Ｑ
冒
○
目
ゞ
菅
？
凶
ご
野
や
ご
甲
ｇ
Ｐ
Ｐ
Ｅ

ご
』
１
画
．

【
経
量
部
の
見
解
】
さ
］
．
「
Ｐ
や
回

第
六
「
無
我
の
考
え
方
」
は
〔
次
の
通
り
で
あ
る
〕
。
人
が
常
で

あ
り
、
単
一
で
あ
り
、
独
存
で
あ
る
も
の
と
し
て
空
で
あ
る
こ
と

〔
和
訳
〕
『
宗
義
の
規
定
』
よ
り
「
無
我
の
考
え
方
」

【
毘
婆
沙
師
の
見
解
】
巨
出
巴
‐
酌

第
六
「
無
我
の
考
え
方
」
は
〔
次
の
通
り
で
あ
る
〕
。
詳
細
な

（
嘗
国
目
。
）
無
我
と
詳
細
な
人
無
我
は
同
義
（
目
巨
唱
蒟
）
で
あ

る
と
認
め
、
法
無
我
を
容
認
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
〔
学
派
〕

①

は
〔
存
在
〕
根
拠
が
成
立
し
て
い
る
（
鳴
冨
唱
号
）
の
な
ら
、
法

我
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
遍
充
さ
れ
て
い
る
と
認
め
て
い
る
か
ら
で

圭
納
）
マ
（
》
Ｏ

そ
れ
ら
〔
十
八
部
派
（
の
：
ｇ
胃
。
胃
閏
且
）
の
〕
中
、
犢
子

部
（
厨
酋
噌
菖
鼠
》
箆
騨
の
目
四
宮
〕
暗
号
）
は
常
で
あ
り
、
単
一

で
あ
り
、
独
存
で
あ
る
も
の
と
し
て
空
で
あ
る
（
再
凋
哨
侭
国
侭

号
騨
侭
８
眉
閨
房
黒
○
損
冨
）
人
無
我
〔
の
み
〕
を
認
め
、
自
足

的
な
実
有
と
し
て
空
で
あ
る
（
国
侭
の
ご
Ｐ
昏
号
葛
胃
烏
騨
⑳
旨
。

ご
酎
牌
ｏ
侭
恩
）
人
無
我
を
容
認
し
な
い
。
そ
の
〔
部
派
〕
は
穂

と
本
性
（
畠
。
ｇ
）
は
同
一
で
あ
る
、
あ
る
い
は
別
異
で
あ
る
、

常
で
あ
る
、
あ
る
い
は
無
常
で
あ
る
と
い
か
よ
う
に
も
表
現
で
き

な
い
自
足
的
な
実
有
で
あ
る
自
我
を
認
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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【
自
立
論
証
派
の
見
解
】
き
』
．
旨
煙
？
旨
ず
Ｐ

第
六
〔
「
無
我
の
考
え
方
」
は
次
の
通
り
で
あ
る
〕
。
人
が
常
で

あ
り
、
単
一
で
あ
り
、
独
存
で
あ
る
も
の
と
し
て
空
で
あ
る
こ
と

が
粗
雑
な
人
無
我
で
あ
り
、
人
が
自
足
的
な
実
有
と
し
て
空
で
あ

る
こ
と
が
詳
細
な
人
無
我
で
あ
る
と
認
め
る
。
琉
伽
行
中
観
派

（
曽
旦
》
ご
ｏ
Ｈ
ｍ
ご
且
冨
産
号
巨
目
煙
冨
）
に
よ
れ
ば
、
〔
法
無
我

は
粗
雑
な
も
の
と
詳
細
な
も
の
の
二
種
に
分
け
ら
れ
る
。
〕
な
ぜ

【
琉
伽
行
唯
識
学
派
の
見
解
】
さ
］
と
ず
い

第
六
「
無
我
の
考
え
方
」
は
〔
次
の
通
り
で
あ
る
〕
・
粗
雑
な

〔
人
無
我
〕
と
詳
細
な
人
無
我
の
定
義
の
根
拠
（
目
の
冒
口
鴨
巨
）

を
規
定
す
る
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
自
立
論
証
派
に
至
る
ま
で
〔
同

じ
で
あ
る
〕
。
し
か
し
法
無
我
の
定
義
の
根
拠
を
、
例
え
ば
色
は

色
を
把
握
す
る
正
し
い
認
識
手
段
と
は
異
な
っ
た
実
体
と
し
て
空

で
あ
る
、
と
い
う
〔
意
味
で
の
〕
空
性
（
鳴
口
明
３
侭
鴨
巨
鴨
・
鳥
目

尉
冨
Ｑ
目
騨
ａ
囲
い
鳴
冒
ロ
喝
厨
ｍ
８
掲
忌
崖
稗
○
長
身
ａ
）
で
あ

②

る
と
〔
規
定
〕
す
る
。

が
粗
雑
な
（
目
螺
冨
）
人
無
我
で
あ
り
、
人
が
自
足
的
な
実
有
と

し
て
空
で
あ
る
こ
と
が
詳
細
な
人
無
我
で
あ
る
と
認
め
、
毘
婆
沙

師
と
同
じ
く
、
法
無
我
を
容
認
し
な
い
。

な
ら
、
色
は
色
を
把
握
す
る
正
し
い
認
識
手
段
と
は
異
な
っ
た
実

③

体
と
し
て
空
で
あ
る
こ
と
が
粗
雑
な
法
無
我
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る

も
の
が
謡
と
し
て
空
で
あ
る
こ
と
（
目
。
切
言
“
日
切
・
旦
亘
の
国
忌
め

の
８
凋
冨
）
が
詳
細
な
法
無
我
で
あ
る
と
認
め
て
い
る
か
ら
で
あ

マ
（
》
○

二
種
の
無
我
を
否
定
対
象
（
侭
凋
ご
ゅ
）
の
看
点
か
ら
分
類
す

④

る
の
で
あ
る
が
、
空
の
基
体
（
件
。
侭
鳴
ｇ
の
看
点
か
ら
分
類
す

る
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
基
体
で
あ
る
人
の
も
と
で
否
定
対

象
で
あ
る
諦
と
し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
（
目
の
ロ
四
目
）
が
否
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
詳
細
な
法
無
我
で
あ
り
、
基
体
で
あ
る
人
の

も
と
で
自
足
的
な
実
有
と
し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
否
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
詳
細
な
人
無
我
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
二
極
の
我

執
を
把
握
形
態
（
》
烏
旨
、
冨
品
の
）
の
看
点
か
ら
分
類
す
る
の
で
あ

る
が
、
所
縁
含
目
甥
冨
）
の
看
点
か
ら
〔
分
類
す
る
の
〕
で
は

な
い
。
基
体
で
あ
る
人
を
所
縁
と
し
て
諦
と
し
て
成
立
し
て
い
る

と
把
握
す
る
こ
と
が
法
我
執
で
あ
り
、
基
体
で
あ
る
人
を
所
縁
と

し
て
自
足
的
な
実
有
と
し
て
成
立
し
て
い
る
と
把
握
す
る
こ
と
が

人
我
執
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

【
帰
謬
論
証
派
の
見
解
】
昏
巨
．
畠
ヴ
？
匡
色
印

第
六
「
無
我
の
考
え
方
」
は
〔
次
の
通
り
で
あ
る
。
〕
人
が
自
足
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⑤

的
な
実
有
と
し
て
成
立
す
る
も
の
と
し
て
空
で
あ
る
こ
と
が
粗
雑

な
人
無
我
で
あ
り
、
人
が
諦
と
し
て
空
で
あ
る
こ
と
（
唱
掲
侭
侭

目
目
噌
の
里
。
侭
冨
）
が
詳
細
な
人
無
我
で
あ
る
と
認
め
る
。

〔
法
無
我
は
粗
雑
な
も
の
と
詳
細
な
も
の
の
二
種
に
分
け
ら
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
〕
〔
方
向
的
〕
区
分
を
有
さ
な
い
原
子
か
ら
な
る
粗
大

な
も
の
と
そ
れ
を
把
握
す
る
正
し
い
認
識
手
段
と
は
異
な
っ
た
実

体
と
し
て
空
で
あ
る
こ
と
（
昌
巳
嘗
凰
目
・
冨
日
巴
冨
紗
蜆
忌
倉

３
甥
宅
ｐ
Ｑ
②
ロ
函
、
：
〕
烏
自
己
①
〉
一
蔚
営
ｐ
Ｑ
冒
四
巳
侭
儲
鳴
旨
か
口
、
甘
の

、
誇
○
晶
冨
）
が
粗
雑
な
法
無
我
で
あ
り
、
〔
人
の
〕
施
設
の
基
体
で

あ
る
瀧
が
諦
と
し
て
空
で
あ
る
こ
と
（
彊
撹
鴨
冒
嘗
巨
侭
冒
唱
匡

目
の
ロ
ｇ
”
の
８
品
冨
）
が
詳
細
な
法
無
我
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

⑥

二
種
の
無
我
を
空
の
基
体
の
看
点
か
ら
分
類
す
る
の
で
あ
る
が
、

否
定
対
象
の
看
点
か
ら
分
類
す
る
の
で
は
な
い
。
基
体
で
あ
る
人

の
も
と
で
否
定
対
象
で
あ
る
諦
と
し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
否

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
詳
細
な
人
無
我
で
あ
り
、
基
体
で
あ
る
誼

や
１

等
の
も
と
で
否
定
対
象
で
あ
る
諦
と
し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
力

否
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
詳
細
な
法
無
我
で
あ
る
。
二
種
の
我
執

を
所
縁
の
看
点
か
ら
分
類
す
る
の
で
あ
る
が
、
把
握
形
態
の
看
点

か
ら
分
類
す
る
の
で
は
な
い
。
基
体
で
あ
る
人
を
所
縁
と
し
て

諦
と
し
て
成
立
し
て
い
る
と
把
握
す
る
こ
と
が
人
我
執
で
あ
り
、

〔
人
の
〕
施
設
の
基
体
で
あ
る
穂
等
を
所
縁
と
し
て
諦
と
し
て
成

立
し
て
い
る
と
把
握
す
る
こ
と
が
詳
細
な
法
我
執
で
あ
る
と
規
定

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

訳
註
①
鴨
冨
唱
号
は
、
セ
ラ
・
チ
ェ
ー
学
堂
で
用
い
ら
れ
る
ド
ゥ
ラ
言

（
５
畠
吻
〕
烏
冒
富
冒
の
噂
９
ｓ
）
で
は
、
駐
ｇ
Ｑ
目
儲
唱
号
圃
（
正

し
い
認
識
根
拠
に
よ
り
成
立
し
て
い
る
も
の
）
と
定
義
さ
れ
、
「
知

ら
れ
る
も
の
（
骨
①
ぃ
耳
ｐ
）
」
「
存
在
し
て
い
る
も
の
②
８
恩
こ

「
〔
正
し
い
認
識
手
段
の
〕
認
識
対
象
命
昌
昌
ご
色
）
」
と
同
義
で

あ
る
と
さ
れ
る
。
ｑ
，
拙
稿
「
ド
ゥ
ラ
言
に
お
け
る
存
在
規
定
」
密

教
学
研
究
第
躯
号
一
九
九
○
や
冒
註
⑰
）
胃
の
門
は
毘
婆
沙
師

の
「
対
象
の
考
え
方
」
の
中
で
、
農
の
の
ず
冨
及
び
旨
ロ
も
ｐ
は

目
唱
の
弓
と
同
義
で
あ
る
と
規
定
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で

の
鳴
冒
四
目
は
旨
唱
唖
君
と
同
義
で
あ
る
。
Ｑ
，
胃
の
目
画
四

画
ｌ
⑮
。

②
胃
の
目
は
聡
伽
行
唯
識
学
派
の
「
対
象
の
考
え
方
」
の
中
で
、
詳

細
な
法
無
我
の
定
義
の
根
拠
と
し
て
、
こ
こ
に
指
摘
さ
れ
る
も
の
と

と
も
に
、
色
は
〔
こ
れ
は
〕
色
で
あ
る
と
言
語
表
現
が
な
さ
れ
る
機

能
の
基
体
と
し
て
は
、
独
自
の
相
と
し
て
成
立
し
て
い
る
も
の
と
し

て
空
で
あ
る
と
い
う
〔
意
味
で
〕
の
空
性
（
照
巨
暢
鴨
ロ
鴨
昌
①
⑳
層
』
』

ｍ
ｍ
Ｈ
ｐ
》
一
屋
胆
石
Ｐ
）
］
一
口
い
ぬ
間
目
〕
岸
Ｈ
四
口
ぬ
い
〕
員
昇
印
罫
騨
口
ご
罰
一
旦
弄
昌
厨
函
Ｈ
こ
ず

冨
吻
牌
○
侭
冨
》
届
き
〕
侭
昌
包
）
を
挙
げ
て
い
る
。
ｑ
，
冑
の
目
的
四

ｍ
’
＠
。

③
］
①
胃
ご
国
○
房
旨
、
の
表
に
あ
る
よ
う
に
、
経
部
行
中
観
派
（
目
ロ
。

固
の
の
国
呂
己
呂
ｇ
匡
口
５
５
侭
罠
賜
且
冨
）
は
粗
雑
な
法
無
我
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を
設
定
す
る
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
る
。

④
胃
○
凋
鳴
旨
は
『
蔵
漢
大
辞
典
』
で
は
い
ざ
凋
昌
邑
哩
伊
ロ
菌

ゞ
胃
９
勺
昌
鴨
巨
牌
の
農
①
、
耳
目
目
○
ｍ
目
目
四
・
§
ぬ
（
空
性
を

決
定
す
る
〔
場
合
の
〕
拠
り
所
で
あ
り
、
〔
例
え
ば
〕
知
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
あ
ら
ゆ
る
法
）
と
説
明
さ
れ
る
。
松
本
史
郎
「
空
‐
一
（
岩
波

講
座
東
洋
思
想
第
九
巻
『
イ
ン
ド
仏
教
２
』
岩
波
書
店
一
八
八
八
、

己
勺
国
利
瞳
岸
も
や
闇
？
馬
ら
に
よ
れ
ば
、
「
Ａ
は
空
で
あ
る
」
と

い
わ
れ
る
と
き
の
「
Ａ
」
が
空
の
基
体
で
あ
る
。

⑤
胃
⑦
目
〕
届
ず
守
．
…
：
昌
圃
四
ｍ
旨
Ｑ
ご
厨
門
目
も
昌
鼻
○
侭
忌

と
あ
る
が
、
昌
目
の
］
＆
匂
肘
唱
号
冨
帥
の
８
侭
冨
と
改
め
た
。

⑥
胃
の
目
）
匡
四
Ｐ
ｍ
さ
侭
ご
昌
冨
侭
○
国
儲
と
あ
る
が
、
牌
○
損

唱
冒
〕
厨
咀
己
儲
と
改
め
た
。
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